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この間題に関 して (Ti｡.｡～,Ⅴ… -)2()3の比熱の測定を行ったoこの化合物は T- 1Kで
約 10~39cmの抵抗率 を持ち局在磁気モーメント間の相互作用はRKKY型である.こ
の物質の比熱ではTgに異常はなくTgの 10% 高温に比熱の山がある〇 しかし第 1図





明らかにするためV濃度 (0.5, 1.0, 1.5, 2.(), 4.Oat･%Ⅴ)を系統的に変えて
実験 を進めているo
次にランダムスピンのオーダー状態でのスピン波はどのようなものであるかに注 目し
て PtMn合金 (1.0, 2.0,2.6at%Mn)の比熱の測定を行った｡温度11に比例し
た比熱がT<Tgで観測 されるが,この比熱を低温側に直線的に伸ばすとT≠0で温度
軸 を切 り低温 (T忌o. K)で energy gapのあることがわかる｡この gapに相当す
る温度をTEG とするとMn濃度 Cについて TEG ∝ C2 になるo この原因は明らかで
ないがスピングラスの比熱に一般的に存在してお りTEG∝T の関係 もあるようであるOg
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